




(研究対象と方法)　平均 11 年間経過を観察したクレチン症 39 例を対象とし、

治療量は症状のもっとも重い欠損性のものにつき下記のようにした。T4:220～

30Oμg/m2 日。T3:T4 の 1/4。乾燥甲状腺末:T4 の 400 倍。個々の例につき検査

成績、臨床症状、十分な成長発育が行なわれることを確かめながら補充量を決

定した。


